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7432-Sの 男子淋菌性尿道炎に対する細菌学的検討 と臨床効果
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1986年8月 か ら1987年1月 の6ヵ 月間に東京都立 台東病院泌尿器料の男子淋疾患者か ら分離 さ

れた淋菌48株(PPNG4株,Non-PPNG 44株)を 用 いて,PCGと7432-Sの 抗菌力を測定 し

た。

PCGのMICはPPNG4株 で3.13～100μg/mlに, Non-PPNG 44株 で0.0125～3.13μg/

mlに 労布 していたが,7432-SのMICはPPNGで0.006～0.0125μg/mlに, Non-PPNGで

0.003≧ ～0.1μg/mlに 分布 し,PPNGに 対 して もNon-PPNGに 対 して も7432-SはPCGよ

りもはるかに強い抗菌力を示 した。

1986年11月 か ら1987年1月 まで の3ヵ 月間に都立台東病院泌尿器料および東京慈恵会医科大

学泌尿器料を受診 した24例 の男子淋菌性尿道炎患者に7432-Sを 投与 した。

淋菌性尿道炎24例 に対す る7432-Sの 投与方法は,1日300mg投 与が14例,1日400mg投

与が10例 であ った。 各投与群 と もPPNG症 例が1例 ずつ含 まれ ていたが,無 効例 はな く,有 効

率はともに100%で あ った。

副作用は,全 例認め られなか った。
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7432-Sは 塩野義製薬株式会社で開発 された新 しい経

口用セフェム系抗生物質であ る。

7432-Sは 広範囲のグラム陰性菌 および一部のグラム

陽性菌に対 して抗菌スペ ク トルを有 し,各 種の β-ラ ク

タマーゼに安定である1)と されている。

今回,わ れわれは7432-Sを 男子淋菌性尿道炎に使用 し,

その臨床効果を検討するとともに淋菌に対 する7432-S

の抗菌力について も検討 した。

I 対 象 及 び 方 法

1. 細菌学的検討

細菌学的検討を行った菌株 は,1986年8月 か ら1987

年1月 の6ヵ 月間に東京都立台東病院泌尿器料の男子淋

疾患者か ら分離 された淋菌48株 である。 これ ら48株 を

用いてβ-lactmase活 性 の測定 を行 い,ま た, Benzyl-

penicillin(PCG)と7432-Sの 最 小 発 育 阻止 濃 度

(MIC)を 測定 した。

淋菌は,患 者の尿道分泌物 あるいは初尿 をModified

THAYER-MARTIN培 地 およ びGonococcal(GC)培

地に接種,分 離 し,グ ラム染色,オ キシダーゼ反応試験,

糖分解能検査を行 い同定 した。分 離同定 された淋菌は,

いったん20%グ リセ リンパ ヅファー液 を用いて,-70

℃で冷凍保存 した。

β-lactamase活 性の測定は, Cephalosporin 87/132

(Glaxo)を 使用 した変色基質法で行 った。

MICの 測定は10%馬 血液加GC培 地によ る平板希釈

法で行 い,接 種 菌量は106cells/mlと し,ロー ソ ク法

で37℃24時 間培養後 のMIC値 を求めた。

2. 臨床的検討

対象症例は,1986年11月 か ら1987年1月 までの3ヵ

月間に東京慈恵会 医科大学泌尿器料および東京都立台東

病 院泌尿器料を受 診 した24名 の男子淋菌性尿道 炎患者

で ある。

淋 菌性尿道炎 患者に対す る7432-Sの 投与方法 は,

1回1錠(100mg)1日3回(300mg)投 与 が14例,

1回2錠(200mg)1日2回(400mg)投 与 が10例

であ った。 投与 日数 は,原 則 として7日 間 と したが,2

日間投与例 が2例,3日 間投 与例が3例,5日 間投与例

が3例 あった。

効果判定 は淋菌,ク ラ ミジアなどの起因病原体の消長,
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Table 1 , Criteria for evaluation of clinical efficacy

* Polymorphonuclear leukocytes (PMNL) of urethral smear 
and first urine

Table 2. Standard criteria of judgement of urethral discharge and PMNL

尿道分泌物の量と性状,分 泌物(ス メア)中 の白血球数,

初 尿 白血球 数 などを指 標 と して,STD研 究会 の基 準

(試案)に 基 きTable 1の 方 法で臨床効果 および薬効

の判定 を行 った。効果判定の指標の表示方法 は,Table

2に 示 した。 また,効 果の判定 日は,3日 目および7日

目と した。

なお,ク ラ ミジアの検出はクラ ミジアザイム(R)で行 った。

II. 成 績

1. 細 菌学 的 検 討

臨 床 分 離 淋 菌48株 の β-lactamase活 性 測 定 で 陽 性

を 示 した β一lactamase産 生 淋 菌(Penicillinase pro-

ducing Neisseria gonorrhoeae, PPNG)は48株 中4

株(8.3%)で あ り,残 りの44株 はNon-PPNGで あ っ

た。

淋 菌48株 に 対 す るPCGと7432-SのMIC分 布を

Table 3に 示 した 。

PCGのMICはNon-PPNG44株 で0.0125～313

μg/mlに, PPNG4株 で3.13～100μg/mlに 分 布 し

て お り,MIC0.8μg/ml以 上 のPCG耐 性 淋 菌は48株

中17株35.4%で あ っ た。

7432-SのMICはNon-PPNG44株 で0.003≧ ～

0.1μg/mlにPPNG4株 で0.006～0.0125μg/mlに

分 布 し,Non-PPNGに 対 し て もPPNGに 対 して も

7432-SはPCGよ り もは るか に強 い抗 菌 力を 示 した。

2. 臨 床 的 検 討

7432-Sを1回2錠(200mg)1日2回(400mg)

投 与 した10症 例 をTable 4に 示 した。
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Table 4 . Gonoccocal urethritie treated with 7432-S 400 mg/day

* B
efore treatment/

After 3 days/

After 7 days

** 

After 3 days/

After 7 days
〓PPNG
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Table 5. Gonoccocal urethritie treated with 7432-S 300 mg/day

* Before treatment/

After 3 days/

After 7 days

**

 After 3 days/

After 7 days

*** Aft
er 5 days 〓PPNG
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Table 3 . Sensitivity distribution of Neisaeria gonorrhoeal" to benzylpenicillin and 7432-S 
(Non-PPNG 44 strains, PPNG 4 strains)

この10症 例をにおいて,淋 菌 は3日 目に全て消失 し,

本剤の薬効評価は100%の 有効率であ った。

PPNG症 例は1例 あったが,3日 目でPPNGは 消

失 した。

初診時にクラ ミジアが検 出された症例が1例 あったが,

この症例でクラ ミジアは3日 目および7日 目にも存続 し

た。また,初 診時にはクラ ミジアは検出され なか ったが,

3日 目あるいは7日 目に初 めて検出 された症例が4例

あった。

7432-Sを1回1錠(100mg)1日3回(300mg)

投与 した14症 例をTable5に 示 した。

3日 目判定がで きたのが10例,5日 目判 定が3例,

7日 目判定のみが1例 であった。

この14症 例において,淋 菌 は初回判定 日に全例消 失

し,薬効評価は100%の 有効率であ った。

PPNG症 例 は1例 あ ったが,こ れ らも3日 目で消 失

した。

クラ ミジアは14例 中10例 に検査 したが,初 診時にク

ラミジアが検出された症例 はなか った。 しか し,本 剤投

与中の3日 目あるいは7日 目になって陽性に変 った症例

が2例 みられた。

III. 副 作 用

7432-Sを 投与 した全24例 において肝障害,腎 障害

等の重篤な副作用 は1例 も認め られ なかっ た。ま た,発

疹,発 赤,掻 痒感等の過敏症状 や悪心,嘔 吐,下 痢等の

消化器症状 も全 く認め られなかった。

IV. 考 察

7432-SはE.coli, Klebsiella, Proteus, H.influ-

enzae, N.gonorrhoeaeに 極 め て 強 い抗 菌 力 を 有 し,

Enterobacter, Citrobacter, Serratia, P.cepacia, B.

catarrhalis,S.pyogcnesに 対 す る抗 菌 力 も 強 い。 し

か し, Enterococci, Staphylococciは ほ とん ど感受性

が な く, P.aeruginosaお よ び嫌気性 菌 に対 す る抗菌

力は弱 い。 また,各 種の β-ラ クタマーゼ に安 定で あ

る1)と されている。

上記の特徴か ら,本 剤 は注射用 の第3世 代のセフェム

剤 に相当す る経口剤 と思われ る。

われわれは,第1世 代のセ フェム剤 は淋菌に対す る抗

菌力が弱 く,第3世 代のセ フェム剤の淋菌に対 する抗菌

力が極めて強い2)こ とを既に報告 してい る。今 回の抗菌

力測 定で も7432-Sは 従来の第3世 代 のセ フ ェム剤 と

同等の強い抗菌力を示 し,特 にPPNGに 対 しては,β-

ラ ク タマ ーゼ 阻 害作 用 を 持 たな いPCGのMICが

3.13～100μg/mlの 高 い値 を示 したの に対 し,β-ラ

ク タマ 」ゼ 阻害 作 用 を有 す る7432-SのMICは,

0.006～0.0125μg/mlの 低い値を示 していた。

本邦でのPPNGは,1979年 小野田 ら3)の最初の報告

以来増加 してお り,最 近 の頻度 は10～20%と 言 われて

い る。また,従 来のセ フェム系経 口剤による淋疾の治療

成績 は50%未 満で非常 に低 く4),こ の系統の経 口薬剤

でPPNG症 例 を含め た淋疾 に充分な治療効果のあ る薬

剤が求 められ ていた。今 回の7432-Sの,特 にPPNG

に対 しての優れ た抗菌力か ら,本 剤は経口で も淋菌性尿

道 炎の治療 に充分期待で きる もの と思われた。

今回の臨床的検討で,本 剤の投 与量 は1日300mgと

400mgの2群 に分け られ,各 々PPNG症 例 を1例 ず

つ含んでいたが,有 効率 はともに100%で 満足すべ き治

療 成績であ った。 また,300mg投 与群 と400mg投 与

群 の間に治療成績の差はなか った。 この良好 な治療成績

は,本 剤の淋菌 に対す る優 れた抗菌力か ら予想 され た通

りの成績であ った。

淋疾後尿道炎の起炎病原体 と して クラミジアが問題 に

なって いる。今 回の臨床的検討 では,20症 例 中初診時

にクラ ミジア陽性であ ったの は1例 のみであったが,こ
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れは本剤で消失 しなか った。 また,初 畛時陰性で も再畛

時には陽性 にな った症例が6例 あり,本 剤は クラ ミジア

に対 しての治療効果はない ものと思われた。

なお,初 診時 クラ ミジア陰性で も再畛時には陽性 に変

化 した症例が あったことか ら,淋 疾 に合併す るクラ ミジ

ア感染症 を検索す る場合,初 回のみで判定せず繰 り返 し

検査す る必 嬰が あるもの と思 われ た。

今 回の全24症 例で副作用 は全 くな く,7432-Sは 臨

床的に安全な薬剤 と思われた。

以上の淋菌性尿遭炎に対する良好 な臨床成績 と安全性

か ら,7432-Sは 淋菌性尿遭炎に有用な経 口薬剤 と思わ

れる。
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The antimicrobial activity of benzyl penicillin (PCG) and 7432-S was measured against a total 

48 strains of Neisseria gonorrhoeae (4 strains of PPNG, 44 strains of non-PPNG) isolated from 

male patients with gonorrhoea who had been seen at the Department of Urology, Tokyo 

Metropolitan Taito Hospital between August 1986 and January 1987. 

Against four strains of PPNG, the MICs of PCG ranged from 3.13-100ƒÊg/ml, and against 44 

strains of non-PPNG from 0. 0125•`3.13ƒÊg/ml. In contrast, the MICs of 7432-S against PPNG 

and non-PPNG were distributed from 0. 006•`0. 0125 .z g/ml, and•†0. 003•`0. 1ƒÊg/ml. Thus the 

antimicrobial activity of 7432-S was far more potent than that of PCG both against PPNG and 

non-PPNG. 

A total of 24 male patients with gonococcal urethritis who had been seen at the Department of 

Urology, Metropolitan Taito Hospital and the Department of Urology, The Jikei University School 

of Medicine from November 1986 to January 1987, were given 7432-S. 

In 24 cases of gonococcal urethritis, a group of 14 patients were given 7432-S at 300 mg/day 

and another group of 10 patients were given the drug at 400 mg/day. In each group, one case of 

PPNG was included, but there were no case in which no medicinal effect noted, hence the efficepy 

rate was 100% for either dosage. 

No side effects were observed in any of the cases.


